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   Ｇ０１Ｎ  21/03     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  35/02     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月7日(2014.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
外壁（１１）および液体を入れる内部空間（１２）を有する本体（１０）を含む液体の光
度測定のためのキュベット（１００）であって、
前記本体（１０）が、
上側の開放頂部（２１）、およびＡ－Ａ面において環状または略矩形の、４つの上側のイ
ンナーエッジ（２６）を備える第１の断面（２７）を有する内面を含み、前記上側のイン
ナーエッジ（２６）が前記Ａ－Ａ面から上側の開放頂部（２１）に向かって延伸する上側
部位（２０）と、
５０μＬよりも少ない内部容量を備える下側の測定チャンバ（３０）であって、下側の閉
鎖底部（３１）と、下側の前壁（３２）と、下側の後壁（３３）と、２枚の下側の側壁（
３４、３５）と、これら下側の壁（３２、３３、３４、３５）によって形成されている４
つの下側のインナーエッジ（３６）と、前記Ａ－Ａ面における環状または略矩形の第１の
断面（２７）よりも小さな、Ｂ－Ｂ面における略矩形の第２の断面（３７）を備える下側
の開放頂部とを含み、少なくとも前記下側の前壁（３２）および前記下側の後壁（３３）
が、略平面かつ互いに対して略平行な部分を有する下側の測定チャンバ（３０）と、
前記Ａ－Ａ面と前記Ｂ－Ｂ面との間を延伸し、前記４つの下側のインナーエッジ（３６）
を前記上側部位（２０）に接続する４つの遷移インナーエッジ（４６）を含む、前記上側
部位（２０）と前記下側の測定チャンバ（３０）の間の急激な遷移域（４０）であって、
前記Ａ－Ａ面は前記Ｂ－Ｂ面とは異なっている遷移域（４０）と
を含み、
少なくとも前記Ｂ－Ｂ面において、前記下側のインナーエッジ（３６）が鋭いか、または
第１の半径（Ｒ１）を有する隅肉部を含み、
前記Ａ－Ａ面において、環状の前記第１の断面が第２の半径（Ｒ２）を有するか、または
前記上側のインナーエッジ（２６）が、第２の半径（Ｒ２）を有する隅肉部を含み、前記
第２の半径（Ｒ２）が前記第１の半径（Ｒ１）よりも大きく、
前記遷移インナーエッジ（４６）が、前記Ｂ－Ｂ面における鋭いエッジまたは前記下側の
インナーエッジの第１の半径（Ｒ１）から、Ａ－Ａ面における、環状である前記第１の断
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面または前記上側のインナーエッジ（２６）の第２の半径（Ｒ２）までを通る、次第に大
きくなる半径を有する隅肉部を含むことを特徴とする液体の光度測定のためのキュベット
（１００）。
【請求項２】
前記上側部位（２０）が、前記Ａ－Ａ面から前記開放頂部（２１）に向かって次第に大き
くなる断面を備えるテーパ形状を有する請求項１記載のキュベット（１００）。
【請求項３】
前記下側の前壁（３２）および前記下側の後壁（３３）が、前記下側の閉鎖底部（３１）
の近傍で湾曲した形状を備える隅部を含む略矩形領域を有する請求項１または２記載のキ
ュベット（１００）。
【請求項４】
液体の光度測定のための光学システム（２００）であって、
請求項１～３のいずれか１項に記載の複数のキュベット（１００）と、
光線（６０）を発する光源（２０３）と、
光学検出器（２０４）と、
下側の前壁（３２）が前記光源（２０３）に面し、下側の後壁（３３）が前記光学検出器
（２０４）に面するように、キュベット（１００）を１つずつ、前記光源（２０３）およ
び前記光学検出器（２０４）と光学的に一直線に並ぶ配置に移動させるように設定されて
いる制御ユニット（２０５）と
を含む光学システム（２００）。
【請求項５】
前記光線（６０）が、下側の閉鎖底部（３１）に近接する前記キュベット（１００）の隅
部（３９）の形状と実質的に一致する形状を有する断面を有する請求項４記載の光学シス
テム（２００）。
【請求項６】
請求項４または５記載の光学システム（２００）および液体処理ユニット（３０４）を含
む液体の光度測定のための機器（３００）であって、
該機器（３００）が、キュベット（１００）の下側の測定チャンバ（３０）における所定
の液体容量のピペット処理を制御するため、または所定の液体容量に達するまで１つまた
はそれ以上の液体を加えるために設定されており、前記所定の液体容量は、前記測定チャ
ンバ（３０）の内部容量とほぼ一致することを特徴とする機器（３００）。
【請求項７】
液体の光度測定のための方法であって、
下側の前壁（３２）が前記光源（２０３）に面し、下側の後壁（３３）が前記光学検出器
（２０４）に面するように、請求項１～３のいずれか１項に記載のキュベット（１００）
を光線（６０）を発する光源（２０３）および検出器（２０４）と光学的に一直線に並ぶ
ように保持する工程と、
光度測定を行いながら前記下側の前壁（３２）と平行な軸に沿って前記キュベット（１０
０）を移動させる工程と
を含む方法。
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